
 

     
 

 

 

 

５月２３日（土）、「令和８年度小友小学校大運動会」が開催されました。 

当日の朝は、前日の雨の影響でちょっぴり肌寒く感じましたが、 

競技が始まると熱気と勢いで会場の空気も一気に HOT に。 

今年の運動会スローガン（児童会考案）は「全力・協力・本気」。 

６年生を中心にそれぞれの場面でそれぞれの本気が見られた素晴らしい運動会となりました。 

保護者・地域の皆様、ご声援ありがとうございました。 
                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★校報ＨＰ版では、児童名をイニシャルで表しております。      文責：校長 佐々木 

陸前高田市立小友小学校             下記のＱＲコードからホームページへ ↓ 

 

 

校報 箱根 
令和８年 

６月 11 日発行 

    №５ 
小友小ＨＰ 

“全力・協力・本気” でのぞんだ運動会 

白組副団長 ６年 K・A 

 わたしが副団長としてがんばったこ

とは、旗を大きく振ることです。理由は、

練習の時や本番の時に応援団のお手本

になりたかったからです。また、応援賞

をとることができてよかったです。 

☆☆運動会を振り返って☆☆ 

赤組副団長 ６年 O・H 

 応援練習の始めの頃は、あまりまとま

らなかったので心配でしたが、本番では

赤組全体で大きな声を出すことができ

たので、とてもうれしかったです。 



 

 

５月２８日（木）、全校でプール清掃に取り組みました。 

１～３年生は小プールを担当し、壁や床だけではなく、大プー 

ルとの間にある柵も一生懸命にこすりながらピカピカに。また、 

４～６年生は大プールの壁や床をたわしやデッキブラシでこちら 

もピカピカに。 

来週１６日にはプール開きが予定され、夏一番の楽しみである 

水泳学習が本格的にスタートします。自分たちの手でピカピカに 

したプールで泳ぐ日を今から心待ちにしている子どもたちでした。 

 

 

 

６月２日（火）、津波警報発表に伴う高台避難を想定した避難訓練を実施しました。地震発生後、

一度体育館横に集合し、そこから歩道橋を渡り、林の中の避難経路を通って上ノ坊公民館を目指し

ました。避難路の林道は木の根など足元が悪い場所もありましたが、子どもたちは皆真剣にそして、

集中して避難していたことで躓く子は見られませんでした。 

当日はおともっこの職員の方にも参加いただき、災害時に 

向けた心構えや避難方法について共有することもできました。 

 

 

 

 

 

放課後時間を活用して、子どもたちの基礎学力の定着や学習習慣の確立を目指して行われている

学習支援活動『地域未来塾』。今年度も６月５日（金）からいよいよスタートしました。２年生は 15

時から 30 分、３年生以上は 15 時 45 分から 1 時間を地域の先生方と一緒に勉強に取り組みます。 

 現在 33 名の子どもたちが参加。（1 年生は 2 学期より）登録希望者は随時受付中です。 

 

 

子どもたちが「できた」「わかった」を実感でき、学習意欲や探究心へとつなげられるような授業

実践を目指し、本校では全学年で授業研究会に取り組んでいます。 

６月５日は２年生で今年度１回目の研究会。算数科「50＋70 の計算の仕方」を自分で導き出し、

友達に計算方法や考え方を伝えることで、より理解を深めることをねらいとしました。 

授業の指導に当たった教育委員会の指導主事の先生からは「子どもたちが算数の学習にまっすぐ 

に向かう姿や粘り強く考える姿勢が見られ、とても 

素晴らしい。」との助言をいただきました。 

今回のような授業実践を積み重ね、子どもたちに 

達成感や成就感を味わわせながら、学びの喜びへ 

とつなげていきたいと思います。 

自分の命 自分で守る 《津波想定の避難訓練》 

みんなでピカピカ プール清掃 
   

地域未来塾 今年もスタート！ 【放課後学習支援】 

「できた」「わかった」を実感！ 【授業研：２年算数】 


